
 東京都立練馬工業高等学校 グランドデザイン 
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【学校の教育活動全体を通して（教科横断的に）育成すべき資質・能力に基づくルーブリック】 

 

育成すべき資質・能力 レベル１ レベル２ レベル３  目指すべき 

生徒の将来像 
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社会的自立に 

必要な一般教養 

（基礎学力） 

義務教育終了程度の基礎学力が

身に付いており、高校生活の中で

活用できる。 

高校生としての基礎的な教養が身に

付き、進路実現に向けて活用すること

ができる。 

職業人として必要な基本的教養が

身に付き、社会的生活の中で活用・

応用できる。 

 

社
会
の
変
化
に
柔
軟
な
対
応
が
で
き
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
「
職
業
人
」 

工業分野の専門的 

な知識と技能 

（専門力） 

工業分野の基礎的な知識が身に

付いており、基礎的な作業を行う

ことができる。 

工業分野の基本的な知識が身に付い

ており、基本的な知識を活用して作業

を行うことができる。 

工業分野の基本的な知識を応用

し、ものづくりの手順を自ら考え、

適切に作業を行うことができる。 

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等 

自分の考えを伝える力 

他人の考えを理解する力 

（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力） 

落ち着いて相手の話を聞きくこ

とができ、自分の考えを、簡単な

文章や言葉にすることができる。 

相手の話を聞いて内容を理解し、それ

に対する自分の考えや意見を相手に

伝えることができる。 

相手の立場や異なる考えを尊重

し、わかりやすい表現を用いて話

し合うことができる。 

物事を適切に判断 

し行動できる力 

（判断力） 

善悪の判断がつき、高校生として

良識ある行動ができる。 

自己分析力を身に付け、自らを見つめ

直し改善に努めることができる。 

自ら問題を発見し、解決のための

情報収取を行い、適切に行動する

ことができる。 

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等 

継続して物事に 

取り組む姿勢 

（継続力） 

教員の支援を受けながら、継続的

に指示された課題に取り組むこ

とができる。 

自ら指示された課題を継続的に取り

組むことができる。 

自ら目標を設定し、目標達成のた

めに継続的に努力し、取り組むこ

とができる。 

周りと協力しながら

成し遂げる姿勢 

（協働力） 

委員会活動や学校行事、ホームル

ーム活動に積極的に参加できる。 

相手の立場を考え、周囲の意見を取り

入れながら行動を共にできる。 

自らが中心となって全体をまと

め、同じ目標に向かって行動する

ことができる。 

より良いものを目指

して努力する姿勢

（向上心） 

将来の生き方・在り方を考え、明

確な目標を設定できる。 

進路実現に向けて、インターンシップ

等の実践的な取り組みを行うことが

できる。 

より高度な目標を設定し、目標達

成に向け邁進することができる。 

【生徒／学校の現状】 

① 基礎的・基本的な学力が不足している。 

（特に数学・英語ができない） 

② 基本的生活習慣が身に付いていない。 

③ コミュニケーション能力が不足している。 

【目指すべき生徒の将来像（２０年後の生徒の姿など）】  

社会の変化に柔軟な対応ができ、様々な分野で活躍する「職業人」  

【教育目標】（令和 3 年 4 月より） 
 

あいさつを大事にして 

職業人としての立ち居振る舞いが出来る人材の育成 

 働くために必要な学力の定着 

【学校の教育活動全体を通して（教科横断的に）育成すべき資質・能力】  

①   高校以前の学習内容を含め、社会的・職業的自立に必要となる基礎的な学力  

②   専門知識や技能習得の基盤となる工業の基本的な知識・技術力  

③   社会人としてのマナー・態度  

④   互いに尊重しあい、適切にコミュニケーションがとれる力  

⑤   進路実現に向け、自ら進んで取り組める力   

【予想される社会の変化】 

人工知能やロボットの進化によりオートメーション化が加速、 

今存在する仕事の半数以上がなくなり、新たな仕事が誕生する。 

【学校像/学校経営計画】 

ものづくりを柱とする多様なプログラムを通して 

「学び直し」と「進路実現」ができる学校 


